
・平成19年に全通した関越道～中央道間では
既にストック効果が発現

【圏央道の早期に開通した区間】

製造品出荷額（億円）

市町村名 H21 → (H24/H21)

日高市 1,271 → 1,579 1.24

入間市 2,823 → 3,872 1.37

羽村市 3,823 → 6,350 1.66

日の出町 529 → 637 1.20

埼玉県＋東京都 197,983 → 203,373 1.03

H24

出典：工業統計調査
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凡 例

出典）工業団地等の位置：埼玉県工場適地図（平成26年度版）、茨城圏央道産業コンプレックス基本計画（H25.4）、圏央道沿線ナビホームページの産業情報をもとに作成。
出典）工業団地等の区分：沿線自治体のホームページ及びヒアリング結果をもとに作成。（平成27年2月4日時点）

国際競争力と成長 ～民需の拡大～効果①

● 環状道路の整備により、沿線に物流施設や工場が立地する等、民間の投資を喚起します。

● 今回開通区間周辺においても、工業団地等への企業立地が進んでいます。

今回開通区間周辺においても、工業団地等への企業立地が進行

物流施設や工場の立地等、民間の投資を喚起

※区間の開通時期については、土地収用法に基づく
手続きによる用地買収等が速やかに完了する場合

出典）国土交通省調べ
（平成７年以降の物流施設、工業団地、工場の立地を抽出）
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圏央道の整備により成田空港
へのアクセスが格段に強化さ
れます！
今回の開通は、その第一歩！
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・分譲開始時期 ：平成22年～
・立地全体面積 ：66.0ha
・立地企業数 ：2社
・主な企業 ：トラックメーカー H24.5 ＫＤ※工場が稼働

H28 全面稼働予定
物流業

・分譲開始時期 ：平成28年～（分譲募集受付開始：平成25年～）
・立地全体面積 ：37.1ha
・立地企業予定数 ：11社
・主な企業 ：家具小売業、機械工具卸売業 等

※KDとは、ノックダウン（Knock down）の略で、車の製造に必要な部品を組み立てるだけの状態に
した生産体制のこと

古河名崎工業団地
こ が な さき

幸手中央地区産業団地
さって ちゅうおう

【開通区間周辺における工業団地等への企業立地状況】
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企業立地済み

企業立地中（予定も含む）

・計画用途 ：商業・工業・流通業務などの複合施設

・施行面積 ：37.1ha
・施行年度 ：平成26年度～平成31年度

五霞ＩＣ周辺地区（土地区画整理事業）
ご か


